
（別紙４）

ひなた本町通校
公表日 2025年3月12日

利用児童数 25名 回収数 23

チェック項目 はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。 18 2 1 1

様々な活動ができるように、スペースが十分あり、スタッフの方々の準備や努力

を感じます。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 14 3 1 4 人数を把握していないため分からないです。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思

いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー

化や情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

20 1 0 1 本人が自分からクールダウンしやすいスペースがあり、とても安心できます。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思います

か。また、こども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。
21 0 0 1

子供がリラックスできるように、スタッフの方々が空間を作っておられるのを感

じています。

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支

援が受けられていると思いますか。 
18 3 0 1

・子どものこと、特性や好きな事、長所など丁寧に見て対応していただけて嬉し

　いです。

・子どもの好きな料理作業やクイズ等、多岐にわたって取り組ませていただいて

　います。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と

合っていると思いますか 。
19 1 0 2

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に

分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別支援計画）が作成さ

れていると思いますか。

19 3 0 0

・面談の際に、子どもの理解や必要なこと等、客観的な説明がとても分かりやす

　いと感じました。

・面談をし、課題ができたら次のステップへと進んだり、そのまま継続したり、

   納得しています。

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドラインの

「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家族支

援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの支援に必要な項目が適

切に設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されていると思いま

すか。

20 2 0 0  

9 放課後等デイサービス計画に沿った支援が行われていると思いますか。 21 1 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いま

すか。
21 0 1 0

色々な活動があり、子どもが楽しみながら学べるようにと、スタッフの方々の工

夫がすごいです。

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する機

会がありますか。
6 5 3 8

・あるのかないのか分からないです。

・子どもとの交流はないように思いますが、地域の大人や学生との交流の機会は

   設けられています。

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等につ

いて丁寧な説明がありましたか。
21 0 0 1

13
「放課後等デイサービス計画」を示しながら、支援内容の説明がなされ

ましたか。
21 1 0 0

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニン

グ等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

18 1 2 1

・動画の配信の形は、自分の好きな時に見られるのでありがたいです。

・ペアレント・トレーニングや親同士の交流の機会があるといいなと思います。

・今年度のように、勉強できる機会があることはとても助かります。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況

について共通理解ができていると思いますか。
20 2 0 0

・HUGでいつも丁寧な活動報告を下さり感謝しております。

・メールでの画像や文章で報告を受けています。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。 18 4 0 0

・面談は、子どもへの理解もそうですが、自分の子育てへの気付きがあり、あり

   がたいです。

・何か問題等あれば、メールや電話等でも相談させていただいています。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。 20 2 0 0

・子どもを理解し、家族の状況もある程度把握しながら、子どもの成長を一緒に

   支えてもらえていると感じ、心強いです。

・親子共に、心理的な面でも支えになってくださっています。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交

流の機会が設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょ

うだい向けのイベントの開催等により、きょうだい同士の交流の機会が

設けられるなど、きょうだいへの支援がされていますか。

7 4 5 6

・保護者同士の交流の機会は設けられていて、きょうだい向けなどについては子

   どもにきょうだいがいないので分からないです。

・きょうだい児への支援や保護者の座談会があると嬉しいです。

・きょうだいの参加イベントがないと思います。（通っていないきょうだい）

19

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されてい

るとともに、こどもや保護者に対してそのような場があることについて

周知・説明され、相談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されてい

ますか。

19 1 0 2 ・お忙しい中でも、細やかな対応がされていると感じています。

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされている

と思いますか。
20 2 0 0

・アプリにより、通知や活動記録、情報配信、連絡やり取りなどスムーズにでき

   ます。

21

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体

制等の情報や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発

信されていますか。

19 1 1 1

・HUGでは丁寧に報告をくださっていますが、HPの更新は滞っているように感じ

   ます。

22 個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。 20 1 0 1

・写真の掲載の際に、丁寧な説明と確認があり、安心できる対応でした。

・放デイの先生方は留意されていますが、他の子ども達がフルネームで呼んだり

（自分の子どもの名前）があるので、フルネームは、やめてほしいです。（家の

   前で）

23

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ

アル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されて

いますか。また、発生を想定した訓練が実施されていますか。

17 1 2 2

・何かマニュアルについて説明を記憶があるのですが…、記憶が曖昧ですみませ

   ん。

・避難訓練はあります。その他マニュアルについては不明です。

24
事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な

訓練が行われていますか。
20 0 1 1 ・避難訓練等行われており、私自身も確認する良い機会になっています。

25

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される

等、安全の確保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか

 。

18 2 0 2

26
事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や

事故が発生した際の状況等について説明がされていると思いますか。
20 1 0 1 ・ザリガニに挟まれた際に説明があり、怪我も大事な経験の1つだと感じました。

27 こどもは安心感をもって通所していますか。  21 1 0 0

・スタッフの方々の温かさや笑顔に、子どもは安心感を感じているのかなと思っ

   ています。

・リラックスできる場所だと話しています。

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 20 2 0 0

・活動記録の写真を見ると、とても楽しそうな表情のことが多いです。

・ひなたがある日はルンルンです。

・もっと長くいたいとお願いするくらいとても楽しみにしています！

・とても楽しみにしております。

29 事業所の支援に満足していますか。 18 3 0 1

・とてもいい職員の皆様に出会えて、親子共ラッキーです！ひなたさんに出会え

   て恵まれているなと思います。

・寄り添った支援に感謝しています。

・子どもにとってとても楽しめるように工夫して関わっていただき感謝です。

ご意見いただきありがとうございます。今後も利用者の方

がリラックスできるよう、清潔で心地よく過ごせる環境を

作っていきます。

ご意見いただきありがとうございます。

今後も利用者の方の特性や好きなことを十分に理解できる

よう、丁寧な関わりを大切にしていきます。

当事業所の支援内容と支援プログラムは、放課後等デイ

サービスガイドラインの内容に則し、作成・実施していま

す。

ご意見いただきありがとうございます。

今後も利用者の方と保護者の方のニーズや課題を客観的に

捉え、わかりやすい個別支援計画を作成してまります。
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今後もガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべ

き支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及

び「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容などを総

合的に考えたうえで、支援内容を設定していきます。

今後も放課後等デイサービス計画に沿った支援を行ってま

いります。

ご意見いただきありがとうございます。今後も活動プログ

ラムが固定化しないよう、季節の変化やその時の利用者の

方の状況に応じて活動プログラムを立案してまいります。

ご意見いただきありがとうございます。

活動によっては、活動先の公園や児童館等で地域の子ども

たちと交流する機会があります。今後も、そういった交流

の場を増やしていけるよう努めてまいります。

事業所名

ご意見を踏まえた対応

ご意見いただきありがとうございます。

今後も環境を整備しながら、利用者の方が安全に過ごせる

よう努力をしてまいります。

ご意見いただきありがとうございます。

現在は、職員７名で支援をさせていただいております。

今後は、適正な配置数で運営していることがわかるよう

に、おたより等でお知らせさせていただきます。

ご意見いただきありがとうございます。

今後も用途別に視覚支援を用いて、利用者の方がわかりや

すい環境や空間づくりを心掛けていきます。

ご意見いただきありがとうございます。

今後も利用者の方、保護者の方の気持ちや状況に寄り添っ

た支援を考えてまいります。

ご意見いただきありがとうございます。

今後は保護者会で保護者の方同士が交流できる時間を作っ

たり、座談会やきょうだい児参加型イベントを開催したり

することを目指してまいります。

ご意見いただきありがとうございます。

アプリ、電話、書類の配送などご不便のない形でのやり取

りを継続してまいります。

ご意見いただきありがとうございます。

現状、月１回の更新となっておりますが、更新頻度を見直

し、様々な情報を掲載してまいります。

ご意見いただきありがとうございます。

今後も、迅速かつ丁寧な対応を心掛けてまいります。何か

ございましたらいつもでもご連絡ください。

ご意見いただきありがとうございます。

職員は勿論、利用者の方同士でもプライバシーに配慮して

いただき安心して通えるよう改善いたします。

ご意見いただきありがとうございます。

事業所のホームページに各種マニュアルを掲載しておりま

すが、よりわかりやすいよう形式を整えてまいります。

ご意見いただきありがとうございます。

いつ起こるかわからない災害に備え、定期的な避難訓練を

継続してまいります。
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ご意見いただきありがとうございます。

利用者の方、保護者の方に満足していただけて光栄です。

今後もより充実した支援を目指してまいります。

ご意見いただきありがとうございます。

事故等がないことにこしたことはありませんが、事故が起

こった場合は不安感が残らないよう詳細に説明をさせてい

ただきます。

ご意見いただきありがとうございます。

利用者の方が安心感をもって通えていて何よりです。今後

も利用者の方への寄り添いを大切に支援をしてまいりま

す。

ご意見いただきありがとうございます。

利用者の方が楽しみに通えていて何よりです。今後も多様

な楽しみを提供できるよう努めてまいります。

事業所のホームページに掲載をしたり、年度ごとに見直し

をしたりすることで、より安全を確保できるよう努めてま

いります。
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今後も利用開始時の契約説明の際に、運営規程等について

丁寧に説明をしていきます。また、年度途中での規約の変

更等があった場合は、速やかに保護者の方へ伝え、ご理解

をいただけるようにしていきます。

今後も放課後等デイサービス計画を示しながら、支援内容

を丁寧に説明していきます。

ご意見いただきありがとうございます。

保護者の方が参加できる研修のほかに、保護者の方同士が

交流できる場を設定できればと思います。

ご意見いただきありがとうございます。

今後もHUG等で丁寧な活動記録を保護者の方に共有すると

ともに、送迎等でお会いした際には利用者の方の素敵な姿

を口頭で伝えてまいります。

ご意見いただきありがとうございます。

今後も面談だけではなく、普段の小さな困りごと等の相談

支援を行ってまいります。保護者の方と一緒に利用者の方

の成長をサポートしてまいります。

保護者等からの事業所評価の集計結果公表



（別紙５）

ひなた本町通校
公表日 　　　　　2025年　　3月　　12日

チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1 利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 7 0
戸外と室内で活動のチーム分けをすることで、スペース

を確保できるよう工夫している。

2 利用定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切であるか。 7 0 配置基準を満たしている。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっている

か。また、事業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や

情報伝達等、環境上の配慮が適切になされているか。

3 4

利用者の方がスムーズに収納できるよう、荷物やおも

ちゃ等の物品は視覚支援（写真やイラスト）を用いてい

る。

建物の構造上、エレベータを使用できなかったり、段差

があったりとバリアフリー化されていない箇所がある。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、

こども達の活動に合わせた空間となっているか。
7 0

利用者の方が快適に過ごせるよう、清潔で衛生的な環境

作りに努めている。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められ

る環境になっているか。 
7 0

個別スペースを4カ所設置しており、自由に使用するこ

とができる環境になっている。また、必要に応じて事務

室を開放し個別の空間づくりを行っている。

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（目標設定と振り返り）に、

広く職員が参画しているか。
7 0 定期的に会議を行い見直しをしている。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けて

おり、その内容を業務改善につなげているか。
7 0

年に1度保護者の方に向けて、事業所アンケートを実施

している。内容については職員で共有し改善に向けて検

討を行っている。

8
職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につ

なげているか。
7 0

職員向けアンケートを年に1度実施し、業務改善に努め

ている。また、日々の会議や打ち合わせなどを通して、

業務について意見交換を行っている。

9
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげている

か。
0 7

第三者による外部評価については現在行っていないが、

法人としても検討を行いながら、第三者委員会の設立に

ついて進めている。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研

修を開催する機会が確保されているか。
7 0

毎月2回以上内部研修や外部研修に参加する機会を設け

ている。また、職員へも研修参加の案内があった際は、

積極的に参加できるように周知を行っている。

11 適切に支援プログラムが作成、公表されているか。  7 0 ホームページにて支援プログラムを公表している。

12

個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者の

ニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後等デイサービス計画を

作成しているか。

7 0

利用者の方の今の姿を客観的に捉えることに留意しなが

らアセスメントを行っている。また、保護者の方と定期

的

に面談を行いながら、ニーズの把握と課題について共有

し、支援計画を作成している。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達支援管理責任

者だけでなく、こどもの支援に関わる職員が共通理解の下で、こども

の最善の利益を考慮した検討が行われているか。 

7 0

計画を作成する際は、利用者の方の最近の様子や前回の

計画に対する達成状況などについて全職員で話し合して

いる。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が

行われているか 。
7 0

作成されたサービス計画は職員間で回覧し、それをもと

に支援を行っている。

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマル

なアセスメントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセ

スメントを使用する等により確認しているか。

7 0

HUGシステムを導入し、標準化されたツールを用いて

いる。インフォーマルなアセスメントについては、毎日

の振り返りや打ち合わせの中で共有をしながら支援の充

実に努めている。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイドライン

の「放課後等デイサービスの提供すべき支援」の「本人支援」、「家

族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連携」のねらい及び支

援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に設定さ

れ、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

7 0

ガイドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき支

援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び

「地域支援・地域連携」のねらい及び支援内容などを総

合的に考えたうえで、支援内容を設定している。

17 活動プログラムの立案をチームで行っているか。 7 0
ミーティング時に、職員全員で意見を出し合いながらプ

ログラム内容を決めている。

18 活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 7 0

活動が固定化しないように、季節の変化やその時の利用

者の方の発達段階に応じて活動プログラムを立案してい

る。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて放課

後等デイサービス計画を作成し、支援が行われているか。
7 0

利用者の方の状態や相性を考慮し、適宜個別活動と集団

活動を設定している。

20

支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内

容や役割分担について確認し、チームで連携して支援を行っている

か。

7 0

毎朝のミーティング時に療育内容の詳細を決めたり、役

割や担当職員を決めたりしながら、チームで連携して支

援を行っている。

21
支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の

振り返りを行い､気付いた点等を共有しているか。
7 0

支援終了後には必ず振り返りを行い、活動内での様子や

気付きを共有している。

22
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につ

なげているか。
7 0

日々の記録をとり、支援の振り返りするとともに検証や

改善につなげている。

23
定期的にモニタリングを行い、放課後等デイサービス計画の見直しの

必要性を判断し、適切な見直しを行っているか。
7 0

半年に1回以上モニタリングを行い、見直しをしてい

る。その際、保護者の方(必要に応じて利用者の方)と面

談を行いながら、ニーズに対応できるようにしている。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」を複数組み

合わせて支援を行っているか。
7 0

総合的に4つの基本活動に留意しながら支援を行ってい

る。

25
こどもが自己選択できるような支援の工夫がされている等、自己決定

をする力を育てるための支援を行っているか。
7 0

日々の療育活動の中で、利用者の方が自己決定力を養え

るよう支援している。

26
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、

そのこどもの状況をよく理解した者が参画しているか。
7 0

管理者が参加することが多いが、必要に応じて他職員が

参加することもある。また、会議前には職員間で意見を

出し合い、利用者の方の現状を伝えられるようにしてい

る。

27
地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教

育等の関係機関と連携して支援を行う体制を整えているか。
7 0

保健所や協力医療機関、教育相談センター、学校、児童

館等と連携を図りながら、支援を行っている。

28

学校との情報共有（年間計画・行事予定等の交換、こどもの下校時刻

の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブル発生時の連絡）を適

切に行っているか。

5 2

・学校と連携しながら必要に応じて日々の下校時間や送

迎

　について情報共有している。

・必要に応じて支援会議を通して、トラブルが発生した

際

保護者の方から頂いたお便りをもとに送迎時間の表を作

成し学校にお伝えしているため、下校時間等については

学校と直接情報共有をする機会は少ない。

29
就学前に利用していた保育所や幼稚園、認定こども園、児童発達支援

事業所等との間で情報共有と相互理解に努めているか。
7 0

小学校新1年生に関しては、児童発達支援、保育所や幼

稚園、こども園と連携をしながら、必要に応じて就学前

後に支援会議を行い、スムーズに支援を開始できるよう

にしている。

30

学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービス事業所等

へ移行する場合、それまでの支援内容等の情報を提供する等している

か。

該当児童なし

31
地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要等に応じてスー

パーバイズや助言や研修を受ける機会を設けているか 。
7 0

必要に応じて連携を図り、助言や研修を受ける機会を設

けている。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活動する

機会があるか。
7 0

活動先の公園や児童館等で地域の子どもたちと交流する

機会がある。

33 （自立支援）協議会等へ積極的に参加しているか。 0 7 今年度は参加していない。

34
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課

題について共通理解を持っているか。
7 0

日々の活動記録を保護者の方と共有している。また、必

要に応じて相談援助を行いながら、利用者の方の現状に

ついて情報共有している。

35

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラ

ム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の参加できる研修の機会や

情報提供等を行っているか。 

7 0

保護者の方に向けた研修を開催したり、職員で行った研

修内容をオンライン配信したりしながら保護者の方にも

共有しいる。

36
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ているか。
7 0

利用開始時の契約説明の際に、運営規程等に説明してい

る。また、年度途中での規約の変更等があった場合は、

速やかに保護者の方へ伝え、理解をいただけるようにし

ている。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保護者の意思

の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや

家族の意向を確認する機会を設けているか。 

7 0

定期的に面談等を行い、保護者の方とも相談しながら、

利用者の方の考えや思いを尊重できるような支援計画を

作成している。

38
「放課後等デイサービス計画」を示しながら支援内容の説明を行い、

保護者から放課後等デイサービス計画の同意を得ているか 。
7 0

面談を行う中で、計画の説明を行い、同意を得てから本

計画へと移行している。

39
家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。
7 0

相談を受けた際には保護者の方に寄り添いながら助言や

支援を行っている。

40

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、

保護者同士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、

きょうだい同士で交流する機械を設ける等の支援をしているか。

7 0
保護者会は年に1回以上開催している。また、保護者研

修の中では交流する機会を設けている。

感染症対策もあり、大人数で交流する機会は現状少ない

が、今後は感染症対策を行いながら、交流する機会を増

やしていきたいと考えている。

41

こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備するととも

に、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合に迅速かつ適切に対

応しているか。

7 0
苦情・相談受付担当者、解決責任者を配置し、速やかに

対応できるようしている。

42

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することによ

り、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対し

て発信しているか。

7 0
毎月「ひなただより」を発行、また、ホームページに療

育活動の様子等を定期的に掲載している。

43 個人情報の取扱いに十分留意しているか。 7 0

利用者の方の個人情報については、施錠ができる保管庫

にて管理し、情報漏洩しないよう十分に気を付けてい

る。また、守秘義務の観点から職員に対して雇用契約時

に誓約をかわし、意識づけを行っている。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮を

しているか。
7 0

利用者の方や保護者の方の心身の状況に応じて、臨機応

変な対応をしながら、できる限りの情報伝達を行えるよ

うに配慮している。

45
事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を

図っているか。
0 7

近隣の商店に買い物に行ったり、地域のイベントに参加

したりすることがある。

感染症対策や防犯の観点から、事業所で行うイベントや

行事に地域の方をお呼びする機会は設けていない。

46

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するとともに、発

生を想定した訓練を実施しているか。

7 0

・各種マニュアルを作成し、年に1度ブラッシュアップ

を

　行っている。また、ホームページに掲載し職員や保護

者

　の方がいつでも確認できるようにしている。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、

定期的に避難、救出その他必要な訓練を行っているか。
7 0

・BCP(感染症、自然災害)を策定し、有事の際の対応や

業

　務継続について職員間で共有を行っている。

・必要な訓練に関しては毎年定期的に行っている。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認して

いるか。
7 0

現状服薬やてんかん発作などがある利用者の方は在籍し

ていないが、研修等で対応方法や理解を深める機会を設

けている。

49
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応が

されているか。
7 0

医師の指示書に基づく対応に関しては、保護者の方へ利

用契約締結時に確認を行っている。また、新しく食物ア

レルギーが判明した際は、早急に連絡をいただけるよう

な体制を整えている。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置

を講じる等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。
7 0

・安全計画は職員間で打合せをしながら策定し、毎年見

直

　しを行っている。

・安全計画に基づき、研修や訓練を行っている。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計

画に基づく取組内容について、家族等へ周知しているか 。
7 0

・ホームページにて安全計画を掲載し、いつでも保護者

の

　方が確認できるようにしている。

・避難訓練や職員間での研修内容については詳細をホー

ム

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検

討をしているか。
7 0

毎月の職員会議にて、作成したヒヤリハットを共有し改

善に努めている。

53
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をし

ているか。
7 0

虐待防止委員会や研修を年1回以上行いながら、虐待防

止に努めると共に、職員の意識の向上、通報の義務など

について確認している。

54

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決

定し、こどもや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、放課後

等デイサービス計画に記載しているか。

7 0

身体拘束に関する指針を作成し、研修などを通して職員

の意識を高めると共に周知を図っている。

※現状身体拘束を行う利用者の方は在籍していないた

め、支援計画に記載はしていない。
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（別紙３）

～ 2025年　2月　28日

（対象者数） 25 （回答者数）
23

～ 2025年　2月　14日

（対象者数） 7 （回答者数）
7

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

冬季期間は、戸外活動での活動場所が限られてしまうため、

冬季期間でも利用できる活動場所を探していけたらと思いま

す。

2

今までは担当職員１人で活動記録を作成していていました

が、より保護者の方に伝わるよう、今後は複数の職員で活動

記録を作成していきたいと思います。

3
利用者の方への寄り添いは継続しつつ、さらに安心できるよ

う物的環境を整えます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

安全に地域の方をお呼びできるように、まずは職員が地域の

方と交流する場に積極的に参加し、つながりを広げていけた

らと思います。

2

保護者会を開催する際には、保護者の方同士が交流できる時

間を作ったり、座談会やきょうだい児参加型イベントを開催

したり等の工夫をしていきます。

3

ホームページの改善について職員で話し合い、出た改善点を

もとにホームページのリニューアルを関係先に依頼していけ

たらと思います。

活動プログラムが固定化しないように、季節の変化やその時の

利用者の方の発達段階に応じて活動プログラムを立案していま

す。

戸外活動ではお花見や水遊び、室内活動ではハロウィンパー

ティーやクリスマスケーキ作り等を行い、その時期ならではの

イベントを活動に取り入れ、季節の変化を感じられるよう支援

しています。

保護者の方にその日の活動内容が伝わりやすいように、活動内

容の詳細を記載したり、利用者の方の写真を添付したりしてい

ます。

活動の意図やねらいを記載するとともに、活動写真を添付する

ことで活動の詳細が保護者の方により伝わりやすいよう工夫し

ています。

利用者の方が事業所に安心して意欲的に通えるよう、利用者の

方一人ひとりへの寄り添いを大切に支援をしています。

利用者の方一人ひとりの好みや性格、特性に寄り添った支援を

心掛けています。

今回のアンケートで保護者の方がホームページの内容（各種マ

ニュアルの掲載等）を把握しにくい現状だと感じました。

事業所からのお知らせや活動記録、各種マニュアルの掲載場所

が不明瞭であることが要因だと感じています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

事業所で行うイベントや行事に地域の方をお呼びする機会は設

けておらず、地域の方と交流する機会が少ないと感じていま

す。

感染症対策や防犯の観点から、事業所に地域の方をお呼びする

ことに消極的になってしまっていると捉えています。

保護者の方同士の交流の場やきょうだい児も参加できるイベン

トが少ないと感じています。

保護者会の開催はあるが、保護者会では主に講師の方からのお

話を聞く時間が多いため、保護者の方同士が交流する時間を設

けることができていなかったと感じています。

2025年　1月　27日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2025年　2月　28日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 ひなた本町通校

○保護者評価実施期間
2025年　2月　6日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


